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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、第一に、研究代表者らが

所属する東京大学史料編纂所が戦後 60 年間

にわたって組織的・系統的に調査・収集・蓄

積した採訪史料フィルム等のデジタル化と

デジタル撮影（ボーンデジタル）による史料

収集の仕様を確立し、アーカイヴハブ（デジ

タル画像史料収蔵庫）を構築して研究資源の

高度情報化と共同利用をはかること、第二に、

サーバ空間内に構築するアーカイヴハブを

ベースに画像とテキストの研究プロジェク

トを進め、歴史知識を蓄積する歴史オントロ

ジーの構築を研究すること、にある。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究を時間軸に沿って整理すると、2008

年度はサーバなどの基盤を整備してデータ

蓄積を開始し、2009 年度は画像ビューワ・検

索システム構築による閲覧・検索可能な環境

を創り出し、2010 年度は Web コンテンツ保護

機能・HI-Cat Plus など公開とセキュリティ

対策のシステム開発を行ってきた、と言える。 

その具体的な進捗状況は以下の通りであ

る。(1)採訪史料マイクロフィルム 200 万コ

マ、カラーシートフィルム 4350 枚のデジタ

ル化を完了した。(2)史料収集時の諸情報、

一点目録情報等のメタデータとともに、デジ

タル化した史料画像やデジタル撮影データ

を格納するアーカイヴハブを構築した。(3)

キーワード検索・撮影年の範囲指定検索によ

る画像検索システムを構築した。(4)画像閲

覧システムを構築し、紙媒体の「写真帳」で

は望みえなかった画像の拡大縮小、画像回転、

上下・左右反転等の表示機能を実装した。

(5)Web コンテンツ保護システムの研究開発

により、閲覧・コピー&ペースト・印刷・画

面キャプチャーの諸段階にわたるグループ

毎の厳密な制御を可能とした。(6)デジタル

撮影による史料収集の仕様を策定した。(7)

一史料画像毎に差出・宛所・年代・内容等を

研究して史料名を付与したデジタル史料画

像約 40 万コマの一点目録を作成した。(8)一

点目録検索システムとして、史料編纂所所蔵

史料目録データベース（HI‐CAT）と連携し

た HI‐CAT PLUS を開発した。(9)HI-CAT と

の横断検索を実現し、目録系・フルテキスト

系データベースについても、HI-CAT PLUS 経

由によるデジタル史料画像群との連携を可

能とした。(10)アーカイヴハブ/HI-CAT PLUS

システムに歴史＝史料知識オントロジー機

能を搭載するため、採訪史料のマイクロフィ

ルム単位のまとまりを表わす採訪プロパテ

ィを主軸とする方針の確立を準備した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

(1)採訪史料マイクロフィルムのデジタル化

に関しては、当初予定より若干下回っている

が、経費配分の減額を考えれば止むを得ず、

順調に進展していると認識している。(2)一

点目録の作成に関しては、十分な配慮をして
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進めており、順調に進展している。簡易検索

システムによるフォルダ（マイクロフィル

ム）単位の検索・閲覧は 120 万コマまで可能

となっている。(3)大型サーバの導入とデー

タ蓄積・検索・閲覧・セキュリティ認証等に

関するシステム構築は順調に進展している。

(4)各研究プロジェクトと歴史知識オントロ

ジー構築の研究は進展しているが、それらを

含めた本科研の具体的な広報活動は、デジタ

ル画像の史料編纂所閲覧室における公開の

前提となる万全なセキュリティ対策を期す

必要があったため、必ずしも積極的ではなか

ったと認識している。2010 年度において、Web

コンテンツ保護システムを研究開発したこ

とから、広報活動については今後に進めるべ

き課題である。2012 年度の早い時期に開催を

予定している公開研究集会について、2011 年

度に準備を開始する。 

 

４．今後の研究の推進方策 

(1)採訪史料マイクロフィルムのデジタル化

を継続する。(2)仕様策定に基づくデジタル

撮影による史料収集を推進する。(3)一点目

録情報の作成を継続し、アーカイヴハブを充

実する。(4)画像検索・閲覧・コンテンツ保

護各システムの整備に基づく史料編纂所図

書室での公開を進める。(5)デジタル画像史

料群に基づく研究プロジェクトを推進する。

(6)採訪プロパティによる歴史オントロジー

の構築研究を推進する。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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